
夜間における防災活動への協力依頼

本所では、防火管理について細心の注意を払い、利用者の皆様が安心して過ごせるよう努力しておりますが、

夜間は所員数が減少するため、万が一火災等が発生した場合には、対応する人手が不足する可能性があります。

そこで、夜間に火災等が発生した場合には、自衛消防組織の一員として利用者の皆様にも協力いただき、利用者

の安全確保を行いたいと思います。つきましては、利用団体の指導者（または一般成人）にあたる方の中からあ

らかじめ「初期消火係」と「避難誘導係」を選出し、下記の名簿をご記入の上、入所当日にご提出ください。ご

協力くださいますようお願い申し上げます。

１ 火災発生から避難までの過程

２ 避難経路・避難場所

●避難経路及び避難場所については、利用の手引きで確認ください。

●避難場所は、火災・地震発生時ともに、本館棟東側の芝生広場です。

３ 避難誘導・初期消火活動を依頼する人数

利用人数区分 初期消火係 避難誘導係

３０人以下 １人 ２人

３１人～１００人 ２人 ２人

１０１人以上 ２～３人 ３人
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宿泊者数

人
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月 日

初期消火係（氏名） 避難誘導係（氏名）

【所員】

消防署（119 番）通報

火災現場確認

誘導・消火活動

【初期消火係】

火災現場で消火活動を行う

【避難誘導係】

利用者を芝生広場へ避難させる

【利用者】

火災の緊急放送が流れたら、

利用者はただちに、芝生広場

へ避難する。

【火災発生】

火災報知機の作動

緊急館内放送（避難放送）


